
                  
 
 
 

★薬薬薬剤剤剤科科科★のご案内 

  薬薬剤剤科科ととはは、、みみななささままがが日日頃頃利利用用さされれてていいるる、、薬薬局局ややドドララッッググスストトアアーーととはは少少しし異異ななりりまますす。。  
当当院院のの薬薬剤剤科科でではは、、入入院院さされれてていいるる患患者者様様のの薬薬やや注注射射・・点点滴滴等等のの準準備備ををししたたりり、、病病院院内内のの薬薬剤剤のの管管理理をを行行っったた  
りり、、入入院院患患者者様様へへのの薬薬のの説説明明等等をを行行っったたりりししてていいまますす。。ささららにに、、少少ししかかわわっったた業業務務ととししててはは、、輸輸血血のの管管理理等等もも  
行行っってていいまますす。。  
ままたた、、外外来来のの患患者者様様ににはは、、医医師師ががおお薬薬をを処処方方ししたた際際にに、、出出来来るる処処方方箋箋ををチチェェッッククししてて、、おお渡渡ししををささせせてていいたた  
だだいいてていいまますす。。  
そそのの処処方方箋箋をを調調剤剤薬薬局局（（処処方方箋箋をを受受けけ付付けけててくくれれるる薬薬局局））ににおお持持ちちににななっってていいたただだくくとと、、おお薬薬ががいいたただだけけまますす。。

調調剤剤薬薬局局ななららどどちちららのの薬薬局局ででももかかままいいまませせんん。。  
～～おお知知ららせせ～～  
２２００００６６年年４４月月かからら調調剤剤薬薬局局ででおお薬薬ををいいたただだくく場場合合、、医医師師のの許許可可ががああれればば、、TTVV等等ででもも CCMMををししてていいるる、、成成分分
がが同同じじでで値値段段がが安安いいジジェェネネリリッックク医医薬薬品品（（後後発発医医薬薬品品））とといいううももののでで、、いいたただだくくこことともも可可能能ににななりりままししたた。。  
（（特特別別なな場場合合はは除除くく））  
当当院院ででもも患患者者様様ががほほととんんどどののおお薬薬ででジジェェネネリリッックク医医薬薬品品をを選選ぶぶここととがが出出来来るるよよううににななっってていいまますすののでで、、是是非非ごご

利利用用くくだだささいい。。  
                                詳詳ししくくはは薬薬剤剤科科ままででおお問問いい合合わわせせをを  

おお願願いいいいたたししまますす。。  
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  開院 40 周年を迎えて 

 理事長 亀山 英之

新年、明けましておめでとうございます。本年は昭和 42 年に第一外科・眼科医院として開院以来、40 周

年の節目の年に当たります。これもひとえに地域の方々に、長年に渡って支えられてきた証であり、心から

感謝申し上げる次第であります。 

 さて、昨年末 2006 年の世相を表す「今年の漢字」に「命」が選ばれましたが、いじめによる自殺や飲酒運

転事故など痛ましい事件が相次ぎ命の大切さや尊さを考えさせられる事件が多かったように思います。 そこで新しい年を迎え、

この「命」ということを、私たちの職業である「医療従事者」として考えてみたいと思います。私たちは困った方の「命」を預かる職業

の一員として、どのような形でいい医療を提供できるのか、そしてその体制づくりをどうしたらいいのかを常に考え続ける必要があ

るのではないかと思います。今年は亥年、「猪突猛進」だけでなく、日々足跡を振り返りながら未来へ向かって進んでいく注意深

さで職員一同「安全で質の高い医療」の提供に努力いたします。本年も、元気で健やかな年になりますようお祈り申し上げます。 
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◆ 11 月 30 日（木）、第 6 回目の「院内研究発表会」がおこな
われました。看護部 4題、診療部 5題、事務部 2題、日頃の研究
の成果を発表し合いました。 
スタッフそれぞれが専門分野をこえて、他部署の発表を聞く事

で新しい知識を吸収することができ、大変意義深い一日となりま

した。 

新年のご挨拶 

岡山第一病院院長 諸國眞太郎

あけましておめでとうございます。 

今年は，亥年です。「亥」という漢字は「核」と同義で「何事かを孕んでいる」「いろいろなエネルギー・問題

を孕んでいる」ことを意味しています。十二支の最後の年ということは言い換えれば，新しい「子」年を迎え

るための十分な準備をするする年です。 

昭和42年に「第一外科・眼科」としてスタートを切って今年で40年になります。この間，救急医療，老人医

療，障害者医療など地域に根差した医療を軸に診療，介護保険サービスを行ってきました。しかし，皆様もご存知のように国は

「財政危機」を理由に今まで日本の医療を支えてきた民間中小病院の病床を介護病床や有料老人ホームに転換させようとする

方針を打ち出しています。病院の収入は国が決めた診療報酬によって大きな影響を受けています。今回の診療報酬の改定で国

が本気で病床削減を行おうとしていることがはっきりとわかりました。その結果，病院として生き残るためには多くの人材を確保し

なくてはなりませんが，看護師の確保，医師の確保はますます困難な状況です。実際に経営を維持することが難しくなっている病

院も出てきています。このように非常に厳しい状況下で今後も地域の皆様への医療サービスを提供し続けるために複雑に流れる

潮流の中で潮目を見つけ，流れに負けない病院にならなくてはいけません。「生き残る」病院として当院を特徴付ける枝を伸ばす

年にしなくてはなりません。今年の重点項目は以下のとおりです。 

１．日帰り手術センター                            ４．在宅医療への取り組み 

・下肢静脈瘤治療の充実拡張（新規クリニック開設） 

・ソケイヘルニアの日帰り手術の導入 

２．血管病，アンチエイジングへの取り組み               ５．リハビリテーションの充実 

・バスキュラーラボ，サプリメントドック，美容皮膚科 

３．糖尿病等の予防に着目した健診及び保健指導の実施      ６．社会貢献 

・運動療法への取り組み                           ・薬剤治験事業 ・中国人による通訳サービス 

  

平成 8年 1月に着任して 12年目，十二支で言えば最後の年「亥」に当たります。思い切った舵取りをして新しい年に繋げて行

きたいと決意しています。 

皆様の笑顔のために・・・。 

 ●理  念● 
患者様の声に耳を傾け、こころ通じ合う医療 ― 皆様の笑顔のために ― 

●基本方針● 
 地域の皆様の視点に立った安全で質の高い効率的なサービスの提供 

 医療・看護・福祉および健康増進のトータルヘルスケアサービスの提供 
 

 

田中助手（左）、笠原薬剤師（中央）、

池本薬剤師（右）
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下下肢肢静静脈脈瘤瘤日日帰帰りりセセンンタターーがが「「ササンンデデーー毎毎日日」」にに掲掲載載さされれままししたた！！！！
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